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	製品名: ヒストンH2A.X（リン酸化Ser139）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab04775
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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒストンは、真核生物の染色体繊維のヌクレオソーム構造を担う基本的な核タンパク質です。4つのコアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）はそれぞれ2分子ずつで八量体を形成し、その周囲に約146 bpのDNAがヌクレオソームと呼ばれる繰り返し単位に巻き付いています。リンカーヒストンであるH1は、ヌクレオソーム間のリンカーDNAと相互作用し、クロマチンを高次構造に凝縮する役割を果たします。この遺伝子は、ヒストンH2Aファミリーに属する複製非依存性ヒストンをコードしており、保存されたステムループ終結モチーフとポリA付加モチーフを用いて2つの転写産物を生成します。 [RefSeq提供、2015年10月]、発達段階：G1期およびS期に合成されます。、ドメイン：[ST]-Qモチーフは、PI3/PI4キナーゼファミリーのキナーゼの認識配列を構成します。
	研究分野
	タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	ヒストンH2A.X（リン酸化Ser139）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	ヒストンH2A.X（リン酸化Ser139）抗体を用いた、ヒートショック処理した293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学染色。1. ヒストンH2A.X（リン酸化Ser139）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ラット精巣組織の免疫組織化学染色。1. ヒストンH2A.X（リン酸化Ser139）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウムpH 6.0を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋マウス精巣組織の免疫組織化学染色。1. ヒストンH2A.X（リン酸化Ser139）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋マウス脾臓組織の免疫組織化学染色。1. ヒストンH2A.X（リン酸化Ser139）ポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	1：500に希釈したリン酸化ヒストンH2A.X（S139）ポリクローナル抗体を用いた各種細胞のウエスタンブロット解析。
	

	1：500に希釈したリン酸化ヒストンH2A.X（S139）ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウエスタンブロット解析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

